
■BPMだけではなく、似て非なる標準が世界には多く存在する。残念ながら、標準の１：１比較は検索できるが、全体の相関関係を
示した図は無い。理由は、それぞれの標準の起源は異なれど、お互いの領域をカバーする様に拡張されていることから実態を捉えき
れないように思える。しかし最終ゴールはひとつのはずである。その観点から力づくではあるが、その相関を捉えてみた。
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ＥＡプラットフォーム
- 複雑な組織構造の体系化することで、全体最適の

観点からの高度な意思決定支援、標準化を導き、
組織構造の最適化や重複投資の回避による経営
の効率化に寄与することが目的

TOGAF
The Open Groupの登録商標

ITアーキテクチャ策定のための手法
（EA）グローバル標準(最新v9.2)

ARISメソッド＆BPM-QuickWin手法
(Prof.Scheer&BPM-navigator)

ArchiMate
The Open Groupが

オランダの政府及び業界から依頼を受け、
2008年以降本格的に標準化。

TOGAF 標準に沿ったアーキテクチャ記述のためには
最適な記述言語。

新たなアーキテクチャを創り、イノベーションや
EA開発の“見える化”“モデル化”によりEA開発の
生産性向上を目指す組織にとってのツール

(最新v3)

ITIL
英国政府発行（1980年代後半～1990年代ｽﾀｰﾄ）

膨大なIT投資に対する効果のための運用ガイドライン
ITサービスマネジメントのベストプラクティス

（実践され良いと認められたやり方）

BPMN
ビジネスプロセスを描画する
グラフィカルな標準記法

OMGが管理保守
2011年発行2.0が最新
資格認定：OCEB

UML/SysML
OMGが仕様管理BMM

(Business Motivation Model)
OMGが仕様管理する、
計画を組織的に開発、
伝達、管理するための
スキームと構造を
提供するモデル
資格認定：OCEB

Zachmanフレームワーク
1987年にIBMのJohn Zachmanが発表

（その後、数回の改訂）
入門編１．２項参照

ＢＰＭメソッド・リファレンスモデル・記法

SCOR
プロセス・メトリクス人材要件

参照モデル
1996年SCC策定～2017年r12.0

知識体系ガイド

http://www.opengroup.or.jp/togaf.html
http://www.opengroup.or.jp/archimate.html
https://ja.wikipedia.org/wiki/PMBOK
https://it.impress.co.jp/articles/-/12985
https://www.ogis-ri.co.jp/rad/webmaga/1236355_6728.html
https://it.impress.co.jp/articles/-/12985
https://www.fujitsu.com/jp/services/business/it-consulting/itil/itil/
https://www.omg.org/spec/BPMM/About-BPMM/
https://www.omg.org/spec/BPMN/2.0/About-BPMN/
https://www.omg.org/spec/UML/About-UML/
https://omgsysml.org/
https://www.omg.org/spec/BMM/About-BMM/
https://www.itmedia.co.jp/im/articles/0705/14/news122.html
https://www.itmedia.co.jp/im/articles/0706/11/news111.html
https://www.leonardo.com.au/e2t/c/*W1S2R3N8CDCFPW8Q7x7D5HS8j00/*N3q1jtHw-VqjW8cwxF66dQlmB0/5/f18dQhb0S2C52dYTssVWnCwV1s-bHyN5_M1NrLC6VMW7g3dGY6GM_b4W7KrDyP6S_hfxW2SNkND8mp4zkW85fHQr2z4L5PN8SLcyqgK7hwVCtglz8w_MrRW8tFlWB7zmtlLW2dlH_Q2K-YsgW5_28JZ1KQkzFW2cx3lm6tyMFTN3KnB0f3jq8cN2pKCvjnWSfhW3PfRQd7290JXW6M25dn7qJpK2N8xCWDCgrKhRW21KtQc5jdd1jTd08357VnfxW2xHNtt6GH7xSW24XMTp4SXtCBN38XSkT4vzSCW8S-Cbk6yJMTgVX1R2H9ddFrFW8zL0Dc8D7B3_W3dDWpT7GYXPPW14WL4x2KXrQGW8lQ5vQ3-Y0K8N3W-nqG94x3cW1HxR0R3_KWndW6X-SvV8QTzZmW8M-bcn7JfNSbW33RNSs90cf0_N1tY_rWhmDk4W8wM5TR7xCLqFW6B-9gK1_BrbMVQz81L7nZjMdW1ljTr43sxrGFW2n-BYw1fRNBLW5SrfJM2PNK-TW168DBc8BqQ-tW6W8BHT8N5wlrW65M96V5fgSWLW9h24Pt29Yz6_N8xPdpT2Y3VMf1DJvlH03
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
※（大川原）の実践ノウハウ
　　標準は、基本であり、大事だが、実践では、事細かに定義したり、ズバリあてはまらない世界もある。そこで、重要なのが、“アドリブ”である。

　　シェアー教授も「Jazzは、BPMだ。」とおっしゃっている。私も、「社交ダンスは、BPMだ」と感じている。
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